
さっぽろ障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷらん

改定
かいてい

に係
かか

る障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

との意見
いけん

交換
こうかん

会
かい

（第
だい

３回目
かいめ

）概要
がいよう

日時
にちじ

平成
へいせい

26年
ねん

８月
がつ

25日
にち

（月曜日
げつようび

）　10時
じ

00分
ふん

～12時
じ

00分
ふん

場所
ばしょ

札幌市
さっぽろし

視聴覚
しちょうかく

障
しょう

がい者
しゃ

情報
じょうほう

センター
せんたー

２階
かい

大会議室
だいかいぎしつ

出席者
しゅっせきしゃ

【参加
さんか

団体
だんたい

】

札幌市
さっぽろし

手
て

をつなぐ育成会
いくせいかい

札幌市
さっぽろし

知的
ちてき

障
しょう

がい福祉
ふくし

協会
きょうかい

札幌
さっぽろ

みんなの会
かい

札幌市
さっぽろし

通園
つうえん

児
じ

父母
ふぼ

連絡会
れんらくかい

ピープルファースト
ぴーぷるふぁーすと

北海道
ほっかいどう

札幌市
さっぽろし

重症
じゅうしょう

心身
しんしん

障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）を守
まも

る会
かい

札幌市
さっぽろし

放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

父母
ふぼ

の会
かい

【事務局
じむきょく

】

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

、事業
じぎょう

管理
かんり

係長
かかりちょう

、事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係長
かかりちょう

、

在宅
ざいたく

福祉
ふくし

係長
かかりちょう

、就労
しゅうろう

・相談
そうだん

支援
しえん

担当
たんとう

係長
かかりちょう

、給付
きゅうふ

管理
かんり

係長
かかりちょう

、

運営
うんえい

指導
しどう

係長
かかりちょう

、事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

【オブザーバー
おぶざーばー

（立会
たちあい

人
にん

）】

障
しょう

がい者
しゃ

によるまちづくりサポーター
さぽーたー

●災害
さいがい

時
じ

訓練
くんれん

の実施
じっし

を全
すべ

ての放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

事業
じぎょう

所
しょ

で実施
じっし

してほしい。

【意見
いけん

等
とう

】

＜安全
あんぜん

・安心
あんしん

＞

●障
しょう

がいのある方
かた

の避難
ひなん

訓練
くんれん

等
とう

への参加
さんか

を促進
そくしん

してほしい。

●支援者
しえんしゃ

が支援
しえん

の仕方
しかた

を理解
りかい

することが大切
たいせつ

であるため、支援
しえん

する人
ひと

の避難
ひなん

活動
かつどう

マ
まにゅ

ニュアル
ある

を作
つく

ってほしい。また、災害
さいがい

時
じ

の心
こころ

がけを学
まな

ぶ機会
きかい

を作
つく

ってほしい。

●避難
ひなん

行動
こうどう

要
よう

支援者
しえんしゃ

名簿
めいぼ

は、団体
だんたい

等
とう

に所属
しょぞく

していない在宅
ざいたく

の人
ひと

等
とう

も加
くわ

えられるよう

に、しっかりと整備
せいび

してほしい。

●福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

については、予
あらかじ

めわかっているほうが安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるため、公表
こうひょう

し

てほしい。また、福祉
ふくし

避難所
ひなんじょ

での体験
たいけん

等
とう

の機会
きかい

を作
つく

ってほしい。

●福祉
ふくし

施設
しせつ

を活用
かつよう

した防災
ぼうさい

訓練
くんれん

など、障
しょう

がいのある人
ひと

とない人
ひと

が一緒
いっしょ

に訓練
くんれん

を行
おこな

う

ことで、お互
たが

いに困難
こんなん

さを感
かん

じることができると考
かんが

える。

2014/9/2　第
だい

４回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

　資料
しりょう

1-②

●一時
いちじ

避難所
ひなんじょ

でも障
しょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるスペース
すぺーす

を確保
かくほ

してほしい。
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●知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

の見守
みまも

り事業
じぎょう

は、民生
みんせい

委員
いいん

だけでなく、知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

相談員
そうだんいん

、地域
ちいき

相談
そうだん

員
いん

、地域
ちいき

の福祉
ふくし

関連
かんれん

の事業
じぎょう

所
しょ

、町内
ちょうない

会
かい

も含
ふく

めたセーフティネット
せーふてぃねっと

の構築
こうちく

をしてほ

しい。

●地震
じしん

や台風
たいふう

、雪
ゆき

の被害
ひがい

情報
じょうほう

などにルビ
るび

をふってほしい。

●虐待
ぎゃくたい

を防止
ぼうし

するには、サービス
さーびす

利用者
りようしゃ

に虐待
ぎゃくたい

の理解
りかい

を進
すす

めていくことが第一
だいいち

であ

る。虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた本人
ほんにん

が、痛
いた

みや悲
かな

しみを訴
うった

えられるように、訴
うった

えてよいことを知
し

って

もらえるようにしてほしい。

＜差別
さべつ

の解消
かいしょう

・権利
けんり

擁護
ようご

＞

●障
しょう

がいの重
おも

たい子
こ

が、札幌市内
さっぽろしない

の高等
こうとう

養護
ようご

学校
がっこう

に進学
しんがく

できず、やむなく地方
ちほう

の学
がっ

校
こう

に進学
しんがく

することは、障
しょう

がいを理由
りゆう

とした差別
さべつ

だと思
おも

っている。

●どんな子
こ

でも、地域
ちいき

の学校
がっこう

に通
かよ

えるように、特別
とくべつ

支援
しえん

学級
がっきゅう

を設置
せっち

してほしい。また、

授業
じゅぎょう

の中身
なかみ

によって個別
こべつ

のニーズ
にーず

に合
あ

わせた支援
しえん

や通級
つうきゅう

も考慮
こうりょ

してほしい。

●差別
さべつ

の元
もと

は、小
ちい

さい時
とき

から障
しょう

がい者
しゃ

とふれあえる環境
かんきょう

になかったからだと考
かんが

える。こ

のため、小
しょう

・中
ちゅう

・高
こう

と一緒
いっしょ

に育
そだ

っていく環境
かんきょう

を作
つく

ってほしい。また、高校
こうこう

進学
しんがく

の際
さい

に、近
ちか

くの高校
こうこう

ではなく、やむを得
え

ず遠
とお

くの高校
こうこう

で宿舎
しゅくしゃ

暮
く

らしの子
こ

もいるため、解消
かいしょう

してほし

い。

●本人
ほんにん

が希望
きぼう

しないのに、施設
しせつ

に入所
にゅうしょ

させるのは虐待
ぎゃくたい

だと思
おも

う。また、障
しょう

がいがある

だけで分
わ

けられてしまうのも差別
さべつ

なので、解決
かいけつ

する方法
ほうほう

を検討
けんとう

してほしい。

●虐待
ぎゃくたい

は入所
にゅうしょ

施設
しせつ

内
ない

で起
お

こっていることが多
おお

いので、地域
ちいき

移行
いこう

のための受
う

け皿
ざら

を整
せい

備
び

してほしい。

●知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

の教育
きょういく

について、体力
たいりょく

訓練
くんれん

や職業
しょくぎょう

訓練
くんれん

がほとんど、という実態
じったい

は改
かい

善
ぜん

してほしい。

●受験
じゅけん

予備校化
よびこうか

している中学校
ちゅうがっこう

の教育
きょういく

内容
ないよう

は改
あらた

めてほしい。

●虐待
ぎゃくたい

・差別
さべつ

に関
かん

して、当事者
とうじしゃ

向
む

けの研修会
けんしゅうかい

を行
おこな

ってほしい。また、その場合
ばあい

、画像
がぞう

での説明
せつめい

やグループ
ぐるーぷ

討議
とうぎ

など、分
わ

かりやすい方法
ほうほう

を考
かんが

えてほしい。

●札幌市内
さっぽろしない

の教育
きょういく

現場
げんば

でも、心理的
しんりてき

虐待
ぎゃくたい

が多
おお

いと聞
き

くので、虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の改正
かいせい

まで

待
ま

たずとも、札幌市
さっぽろし

独自
どくじ

で解消
かいしょう

してほしい。

●知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

の見守
みまも

り事業
じぎょう

について、民生
みんせい

委員
いいん

は高齢者
こうれいしゃ

の情報
じょうほう

だけでなく、障
しょう

が

い者
しゃ

を含
ふく

めた地域
ちいき

の情報
じょうほう

を把握
はあく

してほしい。
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●虐待
ぎゃくたい

事件
じけん

を解決
かいけつ

するために、第
だい

三者
さんしゃ

委員会
いいんかい

を設置
せっち

し、構成員
こうせいいん

には当事者
とうじしゃ

を入
い

れ

てほしい。

●区役所
くやくしょ

の窓口
まどぐち

において、知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

一人
ひとり

で行
い

った時
とき

でも丁寧
ていねい

に対応
たいおう

してほし

い。また、申請
しんせい

用紙
ようし

にルビ
るび

がなく、記入
きにゅう

欄
らん

も狭
せま

いため、記入
きにゅう

しやすい様式
ようしき

の作成
さくせい

をして

ほしい。

●選挙
せんきょ

公報
こうほう

については、顔
かお

写真
じゃしん

の入
はい

ったものを掲示
けいじ

してほしい。また、立候補
りっこうほ

者
しゃ

の政
せい

策
さく

がわかりづらいため、ルビ
るび

をふるなど、分
わ

かりやすくしてほしい。

●選挙
せんきょ

の投票
とうひょう

はがきにルビ
るび

がなく、内容
ないよう

がわからないため、改善
かいぜん

してほしい。

●投票
とうひょう

時
じ

の記載
きさい

等
とう

について、分
わ

かりやすく教
おし

えてくれる人
ひと

を配置
はいち

してほしい。

●一人
ひとり

一人
ひとり

がどういう生活
せいかつ

をしたいのかを尊重
そんちょう

してほしい。しかし、いきなり自分
じぶん

で決
き

めるのは難
むずか

しいので、経験
けいけん

できる場
ば

が欲
ほ

しい。

●障
しょう

がいのある子
こ

どもが入院
にゅういん

した時
とき

には、どうしても家族
かぞく

が頼
たよ

られてしまうが、ずっと付
つ

き添
そ

っているのは困難
こんなん

なため、入院
にゅういん

時
じ

の見守
みまも

りに福祉
ふくし

サービス
さーびす

を利用
りよう

できるようにして

ほしい。

＜行政
ぎょうせい

サービス
さーびす

における配慮
はいりょ

＞

●親
おや

に知的
ちてき

障
しょう

がいがある世帯
せたい

もあるため、学校
がっこう

からのプリント
ぷりんと

にはルビ
るび

をふってほし

い。また、学校
がっこう

からの説明
せつめい

が難
むずか

しくてわからず、質問
しつもん

等
とう

も支援者
しえんしゃ

がいないとできないた

め、配慮
はいりょ

してほしい。

●区役所
くやくしょ

には画面
がめん

付
つ

きの案内板
あんないばん

を設置
せっち

し、文字
もじ

にはルビ
るび

をふってほしい。

●障
しょう

がい児
じ

通所
つうしょ

支援
しえん

受給者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

について、名称
めいしょう

を「児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

受給者
じゅきゅうしゃ

証
しょう

」に変更
へんこう

し

てほしい。また、障
しょう

害
がい

児
じ

相談
そうだん

支援
しえん

も「子
こ

ども発達
はったつ

支援
しえん

相談
そうだん

」に変更
へんこう

してほしい。

●北海道
ほっかいどう

障
しょう

がい者
しゃ

条例
じょうれい

には、当事者
とうじしゃ

の声
こえ

を反映
はんえい

して、もっと良
よ

いものにしてほしい。

●窓口
まどぐち

の職員
しょくいん

の知識
ちしき

や対応
たいおう

の違
ちが

いで、受
う

けられるはずのサービス
さーびす

が受
う

けられないと

いうことが起
お

こらないよう検討
けんとう

してほしい。また、使
つか

えるサービス
さーびす

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

を積極的
せっきょくてき

にしてほしい。

●窓口
まどぐち

の紹介
しょうかい

やガイド
がいど

等
とう

の作成
さくせい

のみでなく、それを障
しょう

がい者
しゃ

本人
ほんにん

やその家族
かぞく

にもっと

周知
しゅうち

されるような方法
ほうほう

を考
かんが

えてほしい。

●子
こ

どもが学齢
がくれい

期
き

になると、親
おや

の相談
そうだん

できるところが少
すく

なくなるため、長期
ちょうき

フォロー
ふぉろー

と、

事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

に相談
そうだん

できるように、職員
しょくいん

の人材
じんざい

育成
いくせい

を強化
きょうか

してほしい。
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●少人数
しょうにんずう

のグループホーム
ぐるーぷほーむ

で暮
く

らしたいと思
おも

うが、地域
ちいき

の空
あ

き家
や

を利用
りよう

して暮
く

らせる

方法
ほうほう

を検討
けんとう

してほしい。

●精神
せいしん

病院
びょういん

の敷地
しきち

内
ない

にグループホーム
ぐるーぷほーむ

があるのはおかしいと思
おも

う。

●グループホーム
ぐるーぷほーむ

の数
かず

が足
た

りないので、整備
せいび

してほしい。また、体験
たいけん

宿泊
しゅくはく

のできるグ
ぐるー

ループホーム
ぷほーむ

も増
ふ

やしてほしい。

●重度
じゅうど

障
しょう

がい者
しゃ

や高齢
こうれい

の障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

が、日中
にっちゅう

でも医療
いりょう

ケア
けあ

やリハビリ
りはびり

のできるグルー
ぐるーぷほー

プホーム
む

を整備
せいび

してほしい。また、人
ひと

の手
て

が多
おお

く必要
ひつよう

なので、支援
しえん

の整備
せいび

も検討
けんとう

してほ

しい。

●放課後
ほうかご

等
とう

デイサービス
でいさーびす

の質
しつ

の維持
いじ

と、最低限
さいていげん

の基準
きじゅん

を設
もう

けてほしい。

●現行
げんこう

の制度
せいど

ではグループホーム
ぐるーぷほーむ

は安全
あんぜん

でなければならず、バリアフリー
ばりあふりー

は必要
ひつよう

だ

が、地域
ちいき

で普通
ふつう

に暮
く

らすためには壁
かべ

があると考
かんが

える。グループホーム
ぐるーぷほーむ

の制限
せいげん

緩和
かんわ

を検
けん

討
とう

してほしい。

●新生児
しんせいじ

マススクリーニング
ますすくりーにんぐ

検査
けんさ

について、対象
たいしょう

疾患
しっかん

の拡大
かくだい

と検査
けんさ

機材
きざい

の導入
どうにゅう

をし

てほしい。また、遺伝
いでん

カウンセリング
かうんせりんぐ

は分
わ

かった時点
じてん

から行
おこな

ってほしい。

＜その他
た

＞

●出生
しゅっしょう

前
まえ

診断
しんだん

でダウン症
しょう

の可能性
かのうせい

のある胎児
たいじ

の堕胎
だたい

が増
ふ

えている。出生
しゅっしょう

前
まえ

診断
しんだん

のカ
かう

ウンセリング
んせりんぐ

にピアカウンセリング
ぴあかうんせりんぐ

を義務付
ぎむづ

け、親
おや

の会
かい

の存在
そんざい

を情報
じょうほう

提供
ていきょう

するなどの対
たい

策
さく

を講
こう

じてほしい。

●家族
かぞく

支援
しえん

の一環
いっかん

として、子
こ

どもが使
つか

える設備
せつび

の整
ととの

ったショートステイ
しょーとすてい

の数
かず

を増
ふ

やして

ほしい。

●障
しょう

がいのある子
こ

の特徴
とくちょう

や関
かか

わり方
かた

などのパンフレット
ぱんふれっと

・ポスター
ぽすたー

を区役所
くやくしょ

や地下鉄
ちかてつ

構内
こうない

など、自然
しぜん

に誰
だれ

でも目
め

のつくところに掲示
けいじ

してほしい。

●病院
びょういん

内
ない

の地域
ちいき

連携
れんけい

室
しつ

を活用
かつよう

し、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター
せんたー

等
とう

に繋
つな

げられるようなシス

テムを構築
こうちく

してほしい。

●札幌市
さっぽろし

で作成
さくせい

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

冊子
さっし

等
とう

は当事者
とうじしゃ

と一緒
いっしょ

に作成
さくせい

してほしい。

●移動
いどう

支援
しえん

について、学校
がっこう

や会社
かいしゃ

への移動
いどう

の際
さい

も利用
りよう

を認
みと

めてほしい。また、急
きゅう

な

ニーズ
にーず

にはほとんど対応
たいおう

できていないため、対応
たいおう

を検討
けんとう

してほしい。

●地域
ちいき

生活
せいかつ

体験
たいけん

支援
しえん

は身体
しんたい

だけでなく、知的
ちてき

・精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

も実施
じっし

してほしい。
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●地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

について、札幌市
さっぽろし

では相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

を利用
りよう

した面的
めんてき

な整備
せいび

で十分
じゅうぶん

であると考
かんが

える。

●札幌市内
さっぽろしない

には、ルビ
るび

のふっていない看板
かんばん

や市電
しでん

の乗降
じょうこう

場
ば

が狭
せま

いなどのバリア
ばりあ

があ

るため、何
なに

かを作
つく

る時
とき

には、当事者
とうじしゃ

の意見
いけん

も交
まじ

えて決
き

めてほしい。

●教育
きょういく

と福祉
ふくし

が連携
れんけい

し、サポートファイル
さぽーとふぁいる

さっぽろをもっと活用
かつよう

してほしい。

以上
いじょう

●障
しょう

がい児
じ

（者
しゃ

）には、適
てき

した医療
いりょう

・安心
あんしん

して働
はたら

ける環境
かんきょう

・住
す

まい、この３つを保障
ほしょう

して

ほしい。また、２年
ねん

に１回
かい

、無料
むりょう

で健康
けんこう

診断
しんだん

が受
う

けられるようにしてほしい。

●自分
じぶん

の意思
いし

を言葉
ことば

で伝
つた

えるのが難
むずか

しい人
ひと

のために、公共
こうきょう

施設
しせつ

等
とう

にはコミュニケー
こみゅにけーしょん

ション支援
しえん

ボード
ぼーど

を置
お

いてほしい。また、コミュニケーションチャーム
こみゅにけーしょんちゃーむ

の作成
さくせい

についても

検討
けんとう

してほしい。

●市役所
しやくしょ

でも、知的
ちてき

にハンディ
はんでぃ

のある人
ひと

を雇用
こよう

してほしい。

●学校
がっこう

での問題
もんだい

を解決
かいけつ

する相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

が十分
じゅうぶん

ではないため、教育
きょういく

機関
きかん

を取
と

り込
こ

んだ連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ってほしい。

●知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

は就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

や一般
いっぱん

就労
しゅうろう

しても継続
けいぞく

することが難
むずか

しいため、企業
きぎょう

と本人
ほんにん

の間
あいだ

に支援
しえん

体制
たいせい

を整
ととの

えて長
なが

く働
はたら

けるようにしてほしい。

●知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

が入院
にゅういん

する時
とき

には、付
つ

き添
そ

いと個室
こしつ

利用
りよう

を求
もと

められることが多
おお

く、負
ふた

担
ん

となっている。このため、入院
にゅういん

にかかる経費
けいひ

の負担
ふたん

をなくすような体制
たいせい

を検討
けんとう

してほ

しい。

●発達
はったつ

障
しょう

がい・知的
ちてき

障
しょう

がいを理解
りかい

し受
う

け入
い

れてくれる医療
いりょう

機関
きかん

の整備
せいび

をしてほしい。
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